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平成 23年台風 12号による熊野川の洪水の分析
Analysis of the heavy flood at the Kumano River basin in 2011
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平成 23年 8月 25日から 9月 5日にかけて発生した台風 12号により紀伊半島の熊野川流域に記録的豪雨がもたらさ
れ、未曾有の大洪水が発生した。このときの熊野川の基準点である相賀地点 (2,251km2)の最大流量は、基本高水として
設定されている 19,000m3/sを大きく上回ったと推定される。既往の観測水位を大きく上回る大洪水であったため、水位
流量曲線を用いて推定する流量には不確かさがあることに注意する必要がある。そこで、観測された中規模出水からの
未観測大洪水の予測可能性について検討するとともに、降雨流出の観点から熊野川の河川流量を推定した。

以下の手順で分析を進めた。
1)数値地形情報を用いて熊野川流域を対象とする流域地形モデルを構築した。流域地形モデルは、250m空間分解能の

数値地形モデルから作成し、流域斜面は矩形斜面の集合体とする [1][2]。図に構築した流域地形モデルを示す。
2)流れのモデルは土壌層の流れを考慮したキネマテイックウェーブモデルとし [3]、分布型流出モデルを構築する [4]。
3)対象流域には複数のダム貯水池が存在するため、ダム地点で流域を分割し、分割流域ごとに流出モデルのパラメー

タを同定することとする。
4) 1990年以降の 7つの既往洪水 (1990、1994、1997、2001、2003、2004A、2004B)を対象として、SCE-UA法 [5] に

より、各洪水に適合する流出モデルのパラメータを同定した。
5)降雨データとして、電源開発 (株)から提供された地点観測データおよび気象庁による解析雨量、それぞれを用いて、

パラメータ同定を行うとともに、それぞれの洪水で得られたパラメータを用いて、それとは異なる洪水の再現計算を実
施した。

上記の分析の結果、土壌層に関連する最適パラメータの値に違いが見られるものの、それらを用いて再現した洪水の
計算値の違いは極めて小さかった。これは、洪水の再現計算において、土層に保持される雨水が全流出量に占める割合
は小さいため、土壌層パラメータの大洪水に対する感度が小さいためであると考えられる。

これらの計算の後、平成 23年台風 12号による相賀地点での洪水流量は 23,115～26,098 m3/sと推定された。なお、河
川流量は水位流量曲線によって推定されるが、水位流量曲線を作成したときの水位を大きく超える流量を対象とする場
合は注意が必要である。既存の水位流量曲線を生かしつつ、流出モデルや河道流モデルを組み合わせた新たな河川流量
の推定手法を開発する必要がある。
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